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焼津市のボーリング掘削の結果
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静岡県において，過去4000年間に，レベル2の津波が発生
したことはほぼありえない.
日本地球惑星科学連合の刊行する”Progress in Earth and 
Planetary Science”に受理.

日本語要旨
http://progearthplanetsci.org/highlights_j/076.html

版組み前の原稿
http://homepage3.nifty.com/a-kitamura/

静岡大学プレスリリース
http://www.shizuoka.ac.jp/pressrelease/index_02.html



焼津市における津波堆積物
調査

静岡大学理学部地球科学科・防災総合センター

北村晃寿



基礎知識
・海底地滑りに伴う海岸線の後退の事例は極め
て少ない．発生頻度は極めて低く，想定は困難．

・焼津市周辺の過去の自然災害

津波堆積物調査報告



池原 J. of the Jpn. Landslide Soc. Vol. 41. No. 5, 562 (2005)

海底地滑り



國生剛治・堤 千花・池原 研 (2002), 地震動による海底地滑りの発生メカニズムに関する地盤工学的検討. 中央大学理工学
研究所年報，第9号, 18-24. 
http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_8813585_po_200102kokusho.pdf?contentNo=2&alternativeNo=

海底地滑りに伴う海岸線の後退の事例

Mw=9.2
に修正



地震に伴う海底地滑りが原因の海岸線の後退の発生は，世界でも30年間で3例しかない．
東北地方太平洋沖地震やニュージーランド地震を含むおおよそ過去30年間の世界で発生
したマグニチュード5以上の地震を地図上にプロット，震源を○で表現しその大きさでマグニ
チュードを，色で震源の深さをあらわしている．

1995 Eratiniギリシャ
1999 Degirmendere トルコ 1980 クラマス河デルタ



Aydan, Ö., Ulusay, R. and Atak, V. O., (2008), Evaluation of ground deformations induced by the 1999 Kocaeli earthquake (Turkey) at selected sites on shorelines. 
Environ Geol (2008) 54:165–182.

トルコの
Degirmen
dereイズ

ミット湾沿
岸の地滑
り



http://outreach.eri.u-tokyo.ac.jp/eqvolc/201103_tohoku/#inducedeq

観測史上第２位

モーメントマグニチュード9以上の巨大地震(最大クラス(レベ
ル2))でも，6回中1回しか海底地滑りによる海岸後退は起き
ていない．

http://outreach.eri.u-tokyo.ac.jp/wordpress/wp-content/uploads/2011/03/WorldLargestEQ_v4.jpg
http://outreach.eri.u-tokyo.ac.jp/wordpress/wp-content/uploads/2011/03/WorldLargestEQ_v4.jpg


http://www.geophile.net/Lessons/tsunami/images/1964runups.fw.png

1964年 アラスカ地震

フィヨルドで海底地滑
りを誘発．海岸線の一
部が水没．

海底地滑りで，強振動
の始まりから5分以内

に局地的な津波を引
き起こした．
Resurrection湾での海

底地滑りの崩壊の体
積は211 million m3 ，

海溝型地震による津
波のResurrection湾へ
の到達は本震の約30

分後．地滑りによる津
波の高さと同規模．



焼津市の古文書記録

林叟院
旧地の碑





2009年8月11日5時7分頃，深さ23 km
でマグニチュード6.4の地震が発生．

深層水取水管の破損・移動 Baba et al. (2012)

黒線
実測値

赤線
断層単独モデル

緑線

断層と海底地滑
りの同時発生モ
デル



3（地点1）

6（地点4）

7（地点2）

8（地点5）

ボーリングコア掘削地点

1

278 m

2

4
5

焼津市との受託研究

今回の調査報告



柱状図

１．5000年間の地層記録が得られ，地層は下部・上部に２分される．
それぞれの堆積環境は，下部は庇護された干潟・後背湿地であり，
上部は，現在と同様な外洋に直接面した浜堤・後背湿地である．
２. 4層のイベント層を識別し，下位からI,II，III，IVと番号づけした．
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Cerithidea
djadjariensis
（カワアイ）

Ceritium coralium
（コゲツノブエ）

Batillaria cumingii
(ホソウミニナ)

1 cm

干潟堆積物中の貝化石
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干潟

３．下部と上部の境界では，その形成年代と堆積物の分布から，
887年の仁和地震による海底地滑りに伴って，130 m以上の海岸線
後退が起き，イベント層IIはその時の津波の堆積物と推定される
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仁和地震の直後
の海岸線

３．下部と上部の境界では，その形成年代と堆積物の分布から，
887年の仁和地震による海底地滑りに伴って，130 m以上の海岸線
後退が起き，イベント層IIはその時の津波の堆積物と推定される
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浜堤
干潟湿地

海底地滑り

湿地
浜堤

海浜

西暦887年の仁和地震に伴う津波の発生時

130 m以上の後退
(現在の海岸線より130m内陸に海岸線)

イベント層（赤色,津波堆積物）

海浜
津波のおさまった後

浸食

西暦887年の仁和地震の前

仁和地震の前後の浜当目低地の地形変化

現在

津波のおさまった後からしばらく後
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干潟の堆積物
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イベント層IIIとIVは，それぞれ正平東海地震，明応東海地震の
歴史津波の堆積物と推定される．



浜当目

林叟院
旧地の碑

更なる調査が必要



静岡県内では，富士市，静岡市，浜松市も，焼津市の沿岸地域と同
様な急深な場所に発達した三角州に位置するので，「海底地滑りに
よる沿岸地域の突発的水没・局地的津波」の発生は理論上ありうる．

アジア航測


